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審査結果の所見 

【学術的意義、期待される成果】 
超伝導ダイオード効果を基盤として、多層構造を基にした新規超伝導体を創

成し、新しいコンセプトによる新規物性開拓を行おうとする研究提案であり、

学術的意義は高い。超伝導ダイオード効果及びゼロ磁場超伝導ダイオード効果

を見いだした応募者が自ら分野の拡大を目指す研究であり、人工積層構造で新

規超伝導体を創成するというアイデアも独創的で、各研究目標も充実してい

る。理論と極低温実験を担当する研究分担者も実績を有する研究者であり、卓

越した研究チームを構成していると評価できる。従来研究の単なる延長ではな

く、より広い視野から多層膜超伝導体の新たな学理の構築を目指す提案となっ

ており、格段に優れた研究成果が期待できる。 
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